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海洋放出ストップさせる県政へ転換を海洋放出ストップさせる県政へ転換を
増え続ける
汚染水を止める
増え続ける
汚染水を止める

原発ゼロへ
再稼働・新増設ゆるさない
「原発回帰」に大きく舵を切った岸田政権に
待ったをかける。原発ゼロを発信し、大企業呼び
込み型のイノベ構想を見直し県民本意の復興を。

地質の専門家が提案する「広域遮水壁」と「集水
井」の設置を。海に流さないことが何よりの風
評対策。原発敷地内で陸上タンク設置は可能。

学校給食、全県で無料に学校給食、全県で無料に

県立高校の統廃合見直し県立高校の統廃合見直し

市町村の頑張りで県内75％の市町村で学校給食の無
料化や補助が実現。今こそ県の補助で全県無料化を。

住民合意のない高校統廃合は中止。教育予算を抜本的
に増やし、教員増で、子どもたちにゆきとどいた教育を。

コロナ、物価高から県民まもるコロナ、物価高から県民まもる

若者の未来守る気候危機対策を若者の未来守る気候危機対策を

医療・公衆衛生・保健所体制の強化、県独自の中小企業支援金の
創設を。消費税減税・インボイス中止・全国一律最低賃金時給
1,500円を国に求めます。

地球温暖化対策に逆行する石炭火力発電は廃止を。環境を壊す
巨大開発ではなく、地域が主役の再エネ・省エネの推進を。
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ジェンダー平等多様性を尊重するジェンダー平等多様性を尊重する

持続可能な農林水産業へ持続可能な農林水産業へ

選択的夫婦別姓、性の多様性を尊重するパートナーシップ制
度を作ります。学校トイレ個室への生理用品の配備を。

肥料・飼料代の補助を拡充します。持続可能な農林水産業のた
めの予算拡充。担い手増やし・後継者支援策の強化を。


